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2024年 10月 8日  

１．趣旨  

子どもを持つ工学系教職員と学生（男女問わず）において，研究や業務と育児の両立支援を目的とし

て，ベビーシッターや託児室の利用料等を補助する．  

出産または育児等を理由としたキャリア継続の断念や研究機会の減少は，個々の問題のみならず，所

属する研究機関や研究分野，社会全体に対しても大きな損失となる．本支援プログラムは 2013 年に発

表された「東北大学における男女共同参画推進のための行動指針」の「両立支援・環境整備」に基づい

て工学系独自に行うものである．  

２．内容  

半期ごとに該当期間の利用分の申請を受け付け，審査によって必要性が認められる利用分について

採択とし，補助を行うものとする。  

ただし，申請状況及び予算状況等を考慮して補助額を減額することがある．  

（補助範囲）  

・2024年度 第１回のプログラム実施期間は,2024年 4月 1日～2024年 9月 30日利用分.  

・2024年度 第 2回のプログラム実施期間は,2024年 10月 1日～2025年 3月 31日利用分.  

・研究，講義，学生指導，出張，学会参加，会議，入試業務などの業務と育児との両立を目的とした

ベビーシッター，託児施設，一時保育や延長保育（日額）などの利用に要する費用とする．  

・月額制による延長保育など，恒常的な保育の一環とみなされるものは補助対象外とする．  

・原則，シッター等による保育業務（送迎に係る交通費，早朝・夜間の割増料金含む）に係る料金と

し，家事代行等の附帯的な料金，入会金・年会費，キャンセル料等は補助対象外とする．  

・本学学内保育施設の一時保育利用及び病後児保育室利用は，補助範囲外とする．  

（利用額）  

※年齢（月齢）や利用時間，曜日などで変化しますが，仙台市内のベビーシッター・一時託児施設

の利用料は，おおよそ下記の通りです（入会金・年会費や交通費，給食おやつ代等別途）．ベビ

ーシッター：1,300～2,500円/1時間， 一時託児施設： 500～1,000 円/1時間   

３．申請資格  

本学工学系に所属する全ての教職員，ＰＤ（教育研究支援者など）又は学生で，現に小学校 6年生

までの子の育児を行っている者（男女を問わない） 

 ※ 非常勤職員については、月の勤務時間が 64 時間以上を対象とする． 

 

ただし，下記の条件を鑑み，申請を受理しない場合があり得る．  

・日常的に養育に専念できる者がいる場合は補助の対象外とする．ただし，その養育者の入院や出産

等，やむを得ない状況の場合は申請内容に鑑みて支援を行うことがある．  

・ベビーシッター等の一時的な保育サービスを利用しなければ，申請者が業務に従事するのが困難で

あると認められる場合にのみ申請を受け付ける．  

（例） 単身赴任・長期出張等の事情により，子と同居する養育者が申請者以外にいない  



  養育者のやむを得ない不在により，申請者が業務に従事することで子の保育に欠ける

子が乳幼児であり，申請者の宿泊を伴う業務に子を帯同する必要がある  

・自身または配偶者が育児休暇を取得する場合，育児休暇期間内は補助の対象外とする．  

・当該年度の全学ベビーシッター利用料補助へ申請していることを原則とするが，特段の理由により

未申請の場合はその旨を考慮する．  

・当該年度の全学ベビーシッター利用料補助にすでに採択されている場合，ベビーシッター等の利用

額が全学からの支援上限額を上回り，支援が不足する見込みがある場合に申請することができる．   

  

４．申請方法  

別紙 1「2024年度ベビーシッター利用料等補助利用申請書」，別紙２「参考資料」, 別紙３「2024年

度 第〇回分ベビーシッター利用料等申告」，別紙４「ベビーシッター等利用請求書（2024年度 第 回

分）」を作成し，利用日・利用額が明記された領収書を添付して申請者の所属する事務室総務担当係で

取りまとめの上，下記の期限までに工学部総務課総務係へ提出すること.なお，3月 19日から 3月 31日

までの間の利用については，見積書等を添付の上見込みで申請し，利用後速やかに領収書を提出するこ

と．   

（提出期限：第 1回 2024年 12月 18 日, 第 2回 2025年 3月 19日）  

  

５．選考方法  

工学研究科等男女共同参画委員会において審査を行い，補助対象者・補助額等を決定する．第 1回の

採択日は 2025年 1月上旬，第 2回は 2025年 4月上旬とする．  

  

６．補助金の交付  

利用報告に基づいた後払いで，半期ごとに補助金を交付する． 申請内容確認後，補助金を本人指定

の口座に振り込む．  

  

７．年度報告  

採択者は別途指定する方法により，報告書を作成すること．  

別紙５「2024年度 工学系ベビーシッター利用料等補助 報告書」.  

  

８．備考  

本プログラムは原則として年 2回（10月と 3月）の募集を予定しているが，予算の執行状況によっ

ては募集回数・時期を変更する可能性がある．  

採択者は交流会やセミナーへの参加，アンケートの回答，取材，工学系における男女共同参画推進

に係る依頼に可能な限り協力すること．  

  

９．その他本実施要領は、2024年 4月 1日に遡って適用する．  


